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-I 平城 1 5 1卜 (20 0 3) 7 )I

以 卜
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の もの をあげた .

riニ･ ｢ 通常l
'

()) 児糊 ･ 小児剃 ･

ま た は古勺二l抑 二k)j め

て 諺附 される 障苫+ で は 1 9 7 7 1
1
I
i は1 0 人 ( 4 % ) ,

1 9 8 8 11:･Eま1 9 人 (7 % ) で あ っ たが
,

2 0 0 1 1F-E 二 は 4

人 (1 % ) に有意に低くな っ て い る .
こ れは児IEj圭

一粥
--

] 0 ) ス タ ッ フ が柁動にな っ た こ と による宗3 響と

J

l出われる .

②｢ せ ん妄 ,
痴呆

, 健忘および他 の 認別嘩害+ で

は 1 9 7 7 年は1 2 人( 5 % )
,
1 9 8 8 年は1 9 人 ( 7 % ) で

あ っ た が 2 O O l イ
I
i に は 7 2 人 (1 8

'
y o) と有 ノ凱 二 高ま

っ て い る . 身体状態を合併 し た老人の せ ん妄が多

い ため で あ っ た.

(3 /

i ｢ 精 神分 掛I-);j お よび他 の 精神柄件 障害+ は

1 9 7 7 咋一に 4 8 人 (1 9 % ) で あ っ た が 1 9 8 8 叶に 2 2 人

( 9 % ) とイー[ 意 に 卜が り2 0 0 1 咋 に は4 4 老, ( 1 1 % )

に 哨D[J し たもの の 1 =[ 意-; I

.

'

･

:: は み と め ら れな か っ た .

こ の 較!E ･

, 併 の 比率 が眠くな っ て い る こ と は
.

1 9 7 7

1f･･ 当時 に比 べiii 科｢川 馴卜病院 か ら リ エ ゾ ンを1I T JL ､

と し た精神不,l L二子
'

5(
L '

;Sりが シ フ ト し て い る現われと考

え られる .

在)妄( 分障享H 二つ い ても2 0 0 1 1I1
-'Ji

:

に は7 9 -
/

( , ( 2 0 % )

と 有志 に低
ー
卜し て い る .

〔EI:) -)i
-

で 適応障害 が 4 6 人 (1 2 % ) , 身体表現J

円

2 7 人 ( 7 % ) と布意 に高く な っ て い る . よ

り畔舶侍 で の ノ受諺が進ん で い る と い える .

(iT) r4-
/7)] 矧莫I 連障害+ は ア ル コ ー

ル に よる恕 者が

ほとんどで あるが
,
1 9 7 7 イ卜2 8 人 (1 1 %) で あ っ た

か
,
813 叶一 に は 1 5 人 (6 % ) にI j

‾志に低くな っ たもの

a )
,

2 0 01 1L
:

A( ニは 4 4 人 (1 1 % ) とrE! 恨 して い る . fit

く な っ た 矧上は 新 しくF,

'

耶左し たiii- 州境抑l
)

,;ド克に!i
l

･

,

古が流れたが
,
1 9 9 3 叫埠より発止 し た ア ル コ ー ル

外丸 A R P に より ア ル コ ー ル 依(i-
;

柾 な ど の 治癖 の

煩がh
'

il 上 し
,
!

=E ･

. 者も噌)j[I し たもの と思しわれる .

【考
J
/

f,

;
f】 高齢化 に 伴 い 身体 糾)l

'

')
_
I
-T:

_ , 手f,7 LT なと で の

せ ん妄が増加 し て い る . 精神縞性 の 疾塩や気分障
′

吉の 状態が減少 し
,

咋壮 で のf 那与で U ) 受諺が進ん

で い る . 今綾
,

jii 村精神如郁完的な1!
*
L '

.-別か ら総合')I-),;

院精神科と し て 身体合 帥 .

r

l
-f を持 つ 精神疾患憩者の

リ エ ゾ ン活動を行う こ と が1
1

j(

L

割 に なるだ ろう .

8 　 新 潟 県 の 簡 易 鑑 定 に つ い て

渋谷太志・木暮龍雄

[)i t/_梅香Fi]i･J;i
I

_ 潟病院精神科

(
7

L

[(:]l
, 我 々 は新潟

･ 下葉巨1L
I
J
-
i)真の 仙j)

'

検
J
J

i!r
'

J
L のfJIJ

)

,

)] を得 て
,

鑑
J

ii
f

結米と検架け処分をIl l 心 に 新潟県

の 簡易鑑
I

J

=

f に つ い て .
13J?.1 奄 ･ 検討を行 い

,
また千賛

I)iミと の 比較検;I

,
､Jーを行 っ た

.

3 1
r
J
渦 の 鑑

J

}

=

ii
'

什放は 1 5 3 件 ( 千-斐県1 9 1 什) で
,

毎牛 5 0 件確度 で あ っ た
. 紘

/

)i[ 月 象老 の 疾患 の 割

合で は
,

統合尖 抑-
[

]

1-
:

. ,
人格障害 , 精神発達遅渦 の

順で 多か っ た
. 千席県と比較する と

,
精神作):朋勿

賀性 1 4 .4 % ( 了∵柴県 2 1 .4 % )
,

人格 ･ 行動の 障害

2 2 . 2 % ( 同 3 . 0 % )
,

精神壮状.

I

-!c

)
. め ず 5 . 9 % ( 同

1 4 . 9 % ) の 峡一む噴E1 でr
-il捕しに 人きな割合の j:-:.

･ が .

I

. .

JJ.

め らゎた
. 精神什川

'

IL
J
;)]賀 仰 二 お けるIi郎真で の 割合

の 差は地域件 に よるもの と 考え られ
,

人格障害
･

精神
1

).

J

l･
:

.
状を認めずに お け る剖 分の 差は

,
節

.

IJ

i:j 県の

i)
-

が 人格障害 の 展準を磁
'

J

,i .

(

に 追T-11 し て い る か らだ

と考えられる . 恐 らく†
･

柴県 の 精神症,lノミを(
=

;.

)
a

)
. めず,

c7) な か に は新潟県 で 人イ矧埠害の 諺1析が つ けられる

もの がある と)出われる .

3 年｢川の 鑑
'

jii
'

結米を
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盲引壬能プJ あり
, 眼

J

,ii
'

責任

能力あり, 妄引壬能j J な し
,

F
I
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J 法鑑
J

)t
'

を賛する で 区

/
) = ノ て み たが

,
1 3 % ( 千史県1 4 % )

,
3 9 % (li-iJ 3 6

% )
,
4 6

''/a ( 同 4 6 % )
,

1
0
/ a (i.jj 4

0
/ a) と なり

,
両

県で は大き な-;I

l

l

-
-

-:Eま枯られな か っ た . し か し検察処

!
'I の 結架は

,
公判請求 5呂 % ( 丁

▲

柴県 51 % ) ,
近,

;
I

,Jf

純 子1 4 7'/
a ( いj 2 3 % ) と新

t

l

t

,

,f 'l 炊の jj がより員什能

)] を認める処分を 卜 し て い る こ と に な っ た
. 更に

限
J

,

=

ii
'

寅什能力と い う鈷
'

jii
'

純米た け に 絞 っ て 検
J
z

f;
T
iJう

こ

処
'
};

i

をみ て み る と
,

公
､

1
'

-(j ‥請求 7 1
'

y o ( 千柴県 3 7

% )
,
起訴柄 1 , 1 7 % (l盲i] 6 3 % ) と な っ て おり, そ

の 美がよ り抑著 で あ っ た . こ の よう に 県ごと で検

察F
[

J
: JAIL

/
) j
t の 統 一

件の 欠[
)[T が認め られた .

鑑
J

jii
)

純米 の うち で限定貢仕能]-J と占J 法が求め る

もの に 対 し て
, 鑑定L2;

A･

_ 側 で は おおま か に 著 しく失

われ て い る
,

部分｢机 二-
I

)( ･ われ て い る と い う表現を

113 い て 対I,t l し て い る 0 ) が現状 で
,

し か もそ の Fr7 で

も様 々 な表現があ っ た . これで は鑑定医0) 意見が

JL
:

. 暗 に11こわらな い
･ も しく は検祭)

=
r

]
A- の 郁合の い い

よう に解釈される可能仰が ある . また
, 朝 Fl 新u

L

[l
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(2 0 0 2 年 7 月 1 2 日) による と
,

1 年間の 簡易鑑定

にお い て 1 人の 鑑定医で 1 0 6 件の 鑑定を行 っ た地

検がある -
一

方 で
,

逆に 3 1 人の 鑑定医が 6 6 件の 鑑

定を行 っ て い た地検 もあ っ た
,
と い う報告があり

,

鑑定結果 に偏りが生 じる可能性も示唆された
.

これ ら の 根底 に は検察側 ･ 鑑定医側双方 に お い

て
,

個人 ･ 県レ ベ ル で の 技量や簡易鑑定 に対する

考え方など の違 い があり
, 今後は鑑定 ･ 検察処分

が正確 か つ 平等に行われるよう司法精神医学を確

立 して い か なければなら な い
.

9 高機能広汎性発達障害に対する治療 ･ 教育援

助の試み

藤 田 基 ･ 桜井 観書

新潟県立精神医療 セ ン タ
ー

当院で は広汎性発達障害の こ ども の 支援を 3 0

有余年に 渡 っ て 継続 し て い る . 最近
, 広汎性発達障

( P D D ) の こ ども の 来院が激増 し て おり
,
従来 の

体制で は対応 しきれ なく な っ てき て い る . 従来の

個人療法中心 の 援助 で は
,
高機能群 の 対人関係 の

困難 に直接ア プ ロ ー

チ で き な い こ とが 問題と な っ

て い る . また
, 障害は生涯 にわた るもの な の で患者

や親の 自助 グ ル ー プ的 つ ながりを育成する必要が

あるが
,
これも個人療法で は対応で き な い . 以上 の

こ と か ら治療の 構造に グ ル
ー プを導入 し た

. ( 1)

P D D の こ ども本人 に対 し て は S S T を援用 した集

団精神療法
, (2) 家族 ･ 教師に対 し て 心理教育的

ア プ ロ ー チを援用 し た家族教室を
,
それぞれ 2 0 0 1

年 4 月より設置 し た .

その 結果 ,
こども本人 に つ い て は

,
対人関係や会

話の 困難 に対 して
,
グ ル ー プの 中で直接介入 し改

善する こ と が で きた . ま た
,
家族 や教師に対 し て

は
, 系統的なプ ロ グ ラ ム の 中 で

,
必要 な知識を習得

さ せ る と共に
,
家族間の つ ながりが深まり, 自助活

動の育成を援助する こ とが で き た.

以上 の よう な治療 シ ス テ ム の 変容 の
,
治療効果

に 対する客観的な影響 に つ い て の 検討 は今後 の 課

題と し た い
.

1 0 P a r o x e ti n e 血中濃度に及ぼす C Y P 2 D 6 遺伝

子多型の 影響

滞村
-

司
･

鈴木雄太邸
* ･

佐藤 聡

川嶋 義孝 ･ 下 田 利孝
* *

･ 染 矢 博幸

新潟大学大学院医歯学総合研究科

精神医学分野

新潟大学大学院医学研究科精神医

学専攻
*

滋賀医科大学精神医字数室
* *

【目的】

P a r o x eti n e ( P A R) の 代謝 に 関与する肝 酵素

c y t o c h r o m e P 4 5 0 ( C Y P) 2 D 6 の 変異ア レ ル と

P A R 用量 が
,

P A R 血 中濃度 に与える影響 に つ い

て検討 し た
.

【対象】

対象は新潟大学医学部附属病院精神科 に外来通

院もしく は入院 し て おり
,
書面 で 同意 の 得 られた

,

P A R 内服中患者 4 8 名 .

ベ ン ゾ ジ ア ゼ ピ ン系薬剤

以外の 併用薬の ある もの
, 身体疾患 の 明ら か なも

の は除外 した .

【方法】

採血 は同
一

処方 で 2 週間以上経過後 にお こ な っ

た
. P A R 血中濃度測定は高速液体 ク ロ マ トグ ラ フ

ィ
ー

法 ( H P L C) に て お こ な っ た
. C Y P 2 D 6 * 5 ,

C Y P 2 D 6 * 1 0 変異 ア レ ル は末梢血 か ら D N A を抽

出後
,

P C R 法に て 同定 し た.

【結果および考察】

P A R の 各用量 (1 0
,

2 0
,

3 0
,

40 m g / d a y) にお

ける血中濃度 ( 平均 ± S D ) は
,

それぞれ 6 . 1 ±

9 . 7
,

3 8 . 1 ± 3 7 . 7
,

7 5 .9 ± 4 8 .6
,

1 4 1 . 9 ± 1 2 8 .2

n g / m l で あ っ た . 4 0 m g / d a y の P A R 血中濃度 は

2 0 m g / d a y の 血中濃度 と比較 し て約 4 倍で あり
,

P A R 用量 と血中濃度と の 間に は下 に 凸の 曲線回

帰が認 められた
.

C Y P 2 D 6 * 1
,

* 2
,

* 5
,

* 1 0 の ア レ ル 頻度は そ

れぞれ 4 5 .8
,
1 4 . 6

,
3 .1

,
3 6 .5 % であ っ た . 用量 の 異

な る 4 群 ( 1 0
,

2 0
,

3 0
,

4 0 m g / d a y ) に お い て
,

C Y P 2 D 6 変異 ア レ ル 数が 0 個
,
1 個 ,

2 個 の 3 群間

で
,
平均 P A R 血中濃度 の 比較をお こ な っ た . そ の

結果
,

特に低用量群 ( l o n g) で
,

変異 ア レ ル 数 2

個の 群 の 平均 P A R 血中濃度 (6 . 0 ± 4 . 6 n g / m l)


